
ー

正
史
を
一
撃
と
銘
打
ち
、
次
郎
長
の
生
き
ざ
ま
に
歴
史
学
の
視
点
か
ら
迫
っ
た
と
す
る
力
作
。

し
か
し
「
東
海
遊
侠
伝
」
出
版
の
動
機
、
望
獄
亭
伝
承
な
ど
看
過
で
き
な
い
問
題
点
あ
り
だ
。

平
成
二
十
一
一
年
一
月
に
発
行
さ
れ
た
岩
波
新
書
（
赤
版
）
一
を
解
読
し
て
い
た
だ
く
た
め
で
あ
っ
た
。
難
読
の
崩
し
字

の
「
清
水
次
郎
長
」
は
高
橋
敏
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
名
一
を
、
先
生
は
そ
の
場
で
す
ら
す
ら
と
読
み
進
め
、
編
集
子

誉
教
授
の
著
作
で
あ
る
。
編
集
子
に
は
、
次
郎
長
や
大
政
一
は
必
死
に
な
っ
て
メ
モ
を
と
っ
た
こ
と
を
憶
え
て
い
る
。

な
ど
の
顔
写
真
提
供
の
返
礼
と
し
て
新
刊
一
冊
が
送
呈
さ
一
そ
の
内
容
は
本
誌
第
五
号
（
平
成
七
年
一
月
発
行
）
の

れ
た
の
で
、
読
む
機
会
を
得
た
。

一
「
矢
田
部
盛
治
日
記
と
次
郎
長
」
に
紹
介
さ
れ
て
い
る
。

編
集
子
が
高
橋
教
授
に
初
め
て
お
会
い
し
た
の
は
、
今
｜
そ
れ
か
ら
九
年
を
経
て
、
歴
博
で
は
高
橋
教
授
が
中
心
に

か
ら
十
五
年
前
の
平
成
七
年
、
佐
倉
市
の
国
立
歴
史
民
俗
一
な
っ
て
「
民
衆
文
化
と
つ
く
ら
れ
た
ヒ
ー
ロ
ー
た
ち
《
ァ

博
物
館
の
研
究
室
に
お
た
ず
ね
し
た
時
で
あ
る
。
明
治
元
一
ウ
ト
ロ
ー
の
幕
末
維
新
史
》
」
と
銘
打
っ
た
企
画
展
示
が
催

年
か
ら
二
年
の
矢
田
部
盛
治
（
三
島
大
社
神
官
）
の
日
記
一
さ
れ
、
私
は
次
郎
長
関
連
の
委
員
と
し
て
参
加
さ
せ
て
い

里

里

岩
波

新
書

~

‘

「
清
水
次
郎
長
」
を
読
む

》

秒

闇に生きる者たちの

語られざる幕末維新
定郵毒怖800円ｲ.榊Q難講読添鋤
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「

束
京
典
諭
杜
騒
党

成
勘
脚
北
側

蜘
本
蟻
脳
瀞

長
が
逮
捕
さ
れ
、
下
獄
し
た
こ
と
に
よ
る
。
」
（
傍
線
筆
者
）

と
し
て
い
る
。

さ
ら
に
本
書
は
、
『
東
海
遊
侠
伝
」
命
名
の
拠
り
所
と
し

て
『
史
記
』
の
「
遊
侠
列
伝
」
を
挙
げ
、
（
Ｐ
皿
）
の
末

尾
に
、

明
治
十
七
年
（
一
八
八
四
）
の
博
徒
大
刈
り
込
み
で
次
郎

平成22年３月３１日発行

次郎長翁を知る会

た
だ
い
た
。

し
た
が
っ
て
、
今
度
の
新
著
に
つ
い
て
、
評
価
を
云
々

す
る
と
か
、
批
判
め
い
た
こ
と
を
言
う
立
場
で
は
な
い
。

ま
た
そ
の
よ
う
な
知
識
や
力
量
を
私
は
持
ち
合
わ
せ
て
い

な
い
。
た
だ
本
書
を
通
読
し
て
み
て
、
看
過
す
る
こ
と
が

で
き
な
い
点
が
二
つ
あ
っ
た
の
で
、
あ
え
て
指
摘
し
、
本

誌
の
読
者
に
理
解
を
求
め
る
こ
と
と
し
た
。

看
過
で
き
な
い
二
つ
の
点
の
第
一
は
、
「
東
海
遊
侠
伝
』

の
出
版
が
、
賭
博
の
罪
で
投
獄
さ
れ
た
次
郎
長
を
救
う
た

め
で
あ
る
と
す
る
説
。

第
二
は
、
西
郷
山
岡
会
談
を
実
現
し
た
の
は
、
山
岡
の

望
獄
亭
へ
の
避
難
と
、
次
郎
長
の
駿
府
案
内
に
よ
る
と
す

る
伝
承
を
、
「
充
分
肯
け
る
」
と
す
る
説
。

「
東
海
遊
侠
伝
」
出
版
の
目
的

岩
波
新
書
「
清
水
次
郎
長
」
（
以
下
本
書
）
で
は
、
ま
ず

「
は
じ
め
に
」
で
、
「
本
書
は
使
い
古
さ
れ
た
感
が
あ
る

『
東
海
遊
侠
伝
』
を
見
直
し
、
歴
史
学
の
視
点
に
立
っ
て

実
像
の
清
水
次
郎
長
に
ア
プ
ロ
ー
チ
す
る
。
」
と
位
置
づ
け

て
い
る
。
続
い
て
著
者
天
田
五
郎
の
生
い
立
ち
や
、
父
母

妹
探
索
の
途
次
、
次
郎
長
の
許
に
身
を
置
く
数
奇
な
運
命

を
紹
介
。
「
次
郎
長
一
代
記
を
水
耕
伝
張
り
に
書
き
上

げ
、
」「

こ
れ
が
「
東
海
遊
侠
伝
」
と
銘
打
っ
て
世
に
出
た
の
は
、
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『
東
海
遊
侠
伝
』
の
出
版
は
、
高
橋
説
の
い
う
ご
と
く

「
入
獄
し
た
次
郎
長
救
援
の
た
め
」
実
現
さ
れ
た
も
の
で

は
な
く
、
す
で
に
前
年
、
明
治
十
六
年
か
ら
出
版
準
備
が

す
す
め
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

こ
の
時
期
、
東
京
の
五
郎
か
ら
発
信
さ
れ
た
手
紙
が
残

さ
れ
て
い
る
。
明
治
十
六
年
七
月
二
十
日
付
、
次
郎
長
と

お
ち
よ
う
宛
「
御
父
母
上
様
」
と
し
た
手
紙
で
あ
る
。
亀
愚

庵
の
手
紙
』
法
月
俊
郎
・
「
季
刊
清
水
」
叫
号
）

裏
付
け
は
も
う
一
つ
あ
る
。

「
東
海
遊
侠
伝
」
の
奥
付
に
は
次
の
よ
う
に
記
載
さ
れ
て

い
る
。
左
は
「
東
海
遊
侠
伝
』
奥
付
。

Ｊ
Ｊ
Ｉ

－２－

を
図
っ
た
の
で
あ
る
。
」

と
記
し
、
「
東
海
遊
侠
伝
』
出
版
の
目
的
が
、
投
獄
さ

れ
た
次
郎
長
救
出
に
あ
る
と
、
重
ね
て
強
調
し
て
い
る
。

私
は
、
そ
の
説
を
肯
定
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

次
郎
長
が
逮
捕
収
監
さ
れ
た
の
は
、
明
治
十
七
年
二
月

の
こ
と
で
あ
る
。

「
明
治
十
七
年
二
月
二
十
五
日
朝
、
長
五
郎
ほ
ば
く
に

相
成
候
」
で
始
ま
る
長
い
手
記
を
、
次
郎
長
の
妻
お
ち
よ

う
（
三
代
目
）
は
残
し
て
い
る
。
刑
事
に
よ
る
家
宅
捜
索

を
は
じ
め
一
部
始
終
を
書
き
留
め
た
も
の
だ
が
、
お
ち
よ

う
が
真
っ
先
に
手
配
し
た
の
は
、
東
京
に
い
る
五
郎
を
呼

び
寄
せ
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
養
子
と
し
て
入
籍
し
山
本
姓

を
名
乗
る
五
郎
は
、
す
で
に
前
年
（
明
治
十
六
年
）
の
七

月
に
は
上
京
し
て
お
り
、
神
田
淡
路
町
に
下
宿
、
「
東
海
遊

侠
伝
』
出
版
の
準
備
を
進
め
て
い
た
。

お
ち
よ
う
は
息
子
の
清
太
郎
（
入
谷
）
を
二
月
二
十
五

日
上
京
さ
せ
、
五
郎
は
清
太
郎
と
同
道
し
て
一
一
月
三
十
日

に
清
水
へ
も
ど
っ
た
と
、
お
ち
よ
う
の
手
記
に
は
あ
る
。

次
郎
長
逮
捕
と
い
う
出
来
事
は
、
お
ち
よ
う
に
と
っ
て

ば
か
り
で
な
く
、
養
子
五
郎
に
と
っ
て
も
全
く
予
期
せ
ぬ

出
来
事
で
あ
っ
た
。
井
宮
監
獄
の
面
会
、
嘆
願
書
の
作
成

な
ど
、
五
郎
は
養
母
お
ち
よ
う
を
助
け
、
一
か
月
清
水
に

滞
在
し
て
再
び
上
京
し
た
。
四
百
円
と
い
う
高
額
の
罰
金

に
つ
い
て
は
、
五
郎
は
自
分
が
引
受
け
る
と
言
い
、
養
子

縁
組
に
つ
い
て
は
す
で
に
解
消
す
る
話
が
進
ん
で
お
り
、

そ
の
こ
と
に
つ
い
て
は
親
友
で
あ
る
中
井
俊
之
助
に
委
細

を
た
の
ん
で
あ
る
と
養
母
に
言
っ
て
、
五
郎
は
一
一
一
月
三
十

日
に
東
京
へ
立
っ
た
。

す
べ
く
『
東
海
遊
侠
伝
」
と
題
し
て
次
郎
長
の
名
誉
回
復

「
愚
庵
は
あ
え
て
恩
あ
る
獄
中
の
大
侠
次
郎
長
を
救
出

口
屋
の
縁
か
ら
次
郎
長
に
道
案
内
を
依
頼
し
た
と
い
う
伝

こ
こ
に
見
る
よ
う
に
、
「
明
治
十
六
年
十
一
月
二
十
一

日
、
版
権
免
許
」
と
あ
る
。
出
版
の
日
付
は
、
「
明
治
十

七
年
四
月
」
と
な
っ
て
い
る
が
、
当
時
、
出
版
に
不
可
欠

だ
っ
た
「
版
権
免
許
」
は
前
年
の
十
一
月
に
は
取
得
し
て

い
る
の
で
あ
る
。

明
治
政
府
の
出
版
（
言
論
）
統
制
令
は
、
慶
応
四
年

（
一
八
六
八
）
四
月
の
太
政
官
布
告
で
始
ま
り
、
著
作
物

は
す
べ
て
官
許
を
不
可
欠
と
さ
れ
た
。
以
後
何
度
か
改
正

さ
れ
た
が
、
明
治
十
六
・
十
七
年
当
時
、
出
版
は
内
務
省

へ
届
出
、
版
権
を
得
る
に
は
許
可
を
要
し
た
。
五
郎
は
出

版
の
一
年
近
く
前
か
ら
清
水
を
後
に
上
京
、
下
宿
ま
で
し

て
出
版
の
準
備
を
進
め
て
い
た
の
で
あ
る
。

奥
付
の
著
者
名
山
本
五
郎
の
住
所
は
、
東
京
神
田
区
淡

路
町
二
丁
目
四
番
地
と
あ
る
の
は
、
五
郎
の
寄
留
先
で
あ

る
が
、
こ
れ
は
出
版
元
輿
論
社
の
神
田
淡
路
町
一
丁
目
一

番
地
と
至
近
の
位
置
で
あ
り
、
校
正
の
や
り
取
り
、
口
絵

原
稿
の
手
配
な
ど
、
忙
し
く
通
い
つ
め
た
と
思
わ
れ
る
。

次
郎
長
逮
捕
に
よ
っ
て
、
お
ち
よ
う
の
懇
請
で
清
水
へ

戻
っ
た
の
が
二
月
末
、
嘆
願
活
動
な
ど
清
水
で
一
か
月
を

費
や
し
、
再
び
上
京
し
た
の
は
三
月
三
十
日
で
あ
る
。
四

月
に
出
版
す
る
た
め
に
は
、
製
本
期
間
を
考
え
れ
ば
、
三

月
三
十
日
の
時
点
で
は
校
正
等
は
す
べ
て
終
っ
て
い
た
と

思
わ
れ
る
。

『
東
海
遊
侠
伝
』
出
版
の
動
機
あ
る
い
は
目
的
が
、
入
獄

し
た
次
郎
長
救
援
に
あ
る
と
は
、
到
底
い
え
な
い
の
で
あ
る
。

望
獄
亭
伝
説
は
史
実
か

本
書
は
「
次
郎
長
、
鉄
舟
と
運
命
的
出
会
い
」
と
見
出

し
に
う
た
っ
て
、
一
八
三
頁
に
（
西
郷
山
岡
会
見
時
）
「
駿

府
を
目
指
す
鉄
舟
が
由
比
の
望
獄
亭
主
松
永
氏
、
興
津
水

承
は
充
分
肯
け
る
。
」
と
あ
る
。

ほ
か
に
も
（
二
五
頁
、
一
七
○
頁
）
同
様
の
記
述
が
見

ら
れ
る
。
し
か
し
そ
の
論
拠
は
全
く
示
さ
れ
て
い
な
い
。

鉄
舟
と
次
郎
長
が
初
め
て
会
っ
た
の
は
、
「
東
海
遊
侠
伝
』

で
は
第
十
五
回
の
一
七
八
頁
に
松
岡
葛
の
手
引
き
で
両
者

が
会
っ
て
い
る
と
明
言
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
に
つ
い
て

も
全
く
触
れ
ら
れ
て
い
な
い
。

望
獄
亭
伝
承
を
「
充
分
肯
け
る
」
と
書
か
れ
た
箇
所
を
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読
ん
だ
時
、
私
は
思
わ
ず
目
を
疑
っ
た
。
当
代
一
流
の
歴
一
は
、
史
料
上
実
証
で
き
な
い
。
こ
の
官
軍
と
は
ど
の
部
一
あ
っ
た
こ
と
に
な
る
。

史
学
者
の
太
鼓
判
が
、
ど
の
よ
う
な
影
響
を
及
ぼ
す
か
に
一
隊
だ
っ
た
の
か
。
こ
れ
は
ま
っ
た
く
信
用
で
き
ず
、
荒
一
戊
辰
戦
争
の
時
期
に
は
、
ア
メ
リ
カ
、
イ
ギ
リ
ス
、

つ
い
て
は
、
改
め
て
云
々
す
る
ま
で
も
な
い
だ
ろ
う
。
一
唐
無
稽
と
い
う
外
は
な
い
。

一
フ
ラ
ン
ス
、
ス
イ
ス
の
武
器
商
人
が
、
大
量
の
兵
器
を

本
書
巻
末
の
参
考
文
献
に
は
、
若
杉
昌
敬
著
「
危
機
を
一
勝
海
舟
が
山
岡
鉄
舟
を
呼
び
出
し
た
の
は
三
月
五
日
。
一
日
本
に
持
ち
込
ん
で
販
売
し
て
お
り
、
フ
ラ
ン
ス
製
も

救
っ
た
藤
屋
・
望
獄
亭
」
が
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
一
初
対
面
で
あ
る
。
山
岡
は
翌
朝
出
発
し
た
。
望
獄
亭
に
一
大
量
に
出
回
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
珍
し
い
も
の
で
は

対
し
地
元
由
比
の
手
島
英
真
氏
が
「
望
獄
亭
の
鉄
舟
危
機
一
は
山
岡
が
慶
喜
か
ら
貰
っ
た
と
い
う
ピ
ス
ト
ル
ラ
ラ
一
な
い
。
フ
ラ
ン
ス
製
で
は
あ
る
が
、
製
造
会
社
名
、
製

た
だ

救
助
説
を
質
す
」
を
著
わ
し
、
批
判
の
先
鋒
を
切
っ
た
。
一
ン
ス
公
使
ロ
ッ
シ
ュ
が
慶
喜
に
贈
っ
た
と
さ
れ
る
）
が
一
造
年
は
明
示
さ
れ
て
い
な
い
。
江
崎
淳
著
「
誰
も
書
か

さ
ら
に
「
明
治
維
新
史
談
会
（
幹
事
田
村
貞
雄
静
大
名
誉
一
あ
る
が
、
勝
が
山
岡
に
ピ
ス
ト
ル
を
渡
し
た
形
跡
は
な
一
な
か
っ
た
清
水
次
郎
長
』
（
ス
ポ
ニ
チ
出
版
一
九
七
七

教
授
）
」
で
は
、
平
成
一
一
十
一
年
十
月
、
こ
の
批
判
を
取
一
い
し
、
ま
し
て
慶
喜
が
山
岡
に
会
っ
た
形
跡
も
な
い
。
一
年
）
で
は
六
連
発
で
あ
る
が
、
の
ち
の
「
真
説
清
水
次

り
上
げ
、
会
報
「
維
新
史
談
」
Ⅲ
号
に
、
望
獄
亭
伝
承
を
一
ピ
ス
ト
ル
の
所
持
は
、
銃
砲
刀
剣
類
所
持
等
取
締
法
一
郎
長
』
（
学
習
研
究
社
一
九
八
一
一
一
年
）
で
は
、
十
連

虚
構
で
あ
る
と
す
る
説
を
提
示
し
て
い
る
。
紙
数
が
な
い
一
に
よ
り
県
公
安
委
員
会
の
許
可
が
必
要
で
あ
る
が
、
望
一
発
に
な
っ
て
い
る
。

の
で
、
そ
の
全
容
を
紹
介
す
る
こ
と
が
出
来
な
い
が
、
例
一
獄
亭
か
ら
の
届
出
は
一
九
八
七
年
（
昭
和
六
十
三
の
一
高
橋
氏
は
、
「
こ
の
伝
承
は
充
分
肯
け
る
」
と
述
べ
て

会
の
席
上
配
布
さ
れ
た
資
料
に
、
高
橋
本
に
つ
い
て
の
田
一
こ
と
で
あ
る
。
一
○
○
年
以
上
無
登
録
で
望
獄
亭
に
一
い
る
が
、
そ
の
根
拠
は
記
し
て
い
な
い
。
」

村
貞
雄
教
授
の
所
感
が
あ
る
の
で
、
そ
の
概
要
を
以
下
に
一

紹
介
し
た
い
。
編
集
子
は
こ
の
所
感
を
支
持
す
る
。

「
本
論
に
入
る
前
に
、
高
橋
氏
の
史
料
の
吟
味
に
は
、

一
点
だ
け
疑
問
が
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
た
い
、
そ
れ
は

平
成
二
十
一
年
秋
の
史
跡
探
訪
ツ
ァ
ー

愚
庵
の
故
郷
い
わ
き
市
と
野
口
雨
情
生
家
を
訪
ね
て

平
成
二
十
一
年
十
一
月
九
日
十
日
に
、
天
田
愚
庵
の
故

郷
い
わ
き
市
を
訪
ね
、
愚
庵
研
究
会
の
人
た
ち
と
交
流
、

を
執
筆
し
ま
し
た
。

明
治
二
十
年
、
京
都
林
丘
寺
の
滴
水
禅
師
に
よ
っ
て
得

由
比
の
望
獄
亭
の
伝
承
へ
の
評
価
で
あ
る
。

一
翌
日
は
野
口
雨
情
生
家
を
見
学
す
る
秋
の
研
修
旅
行
が
行
一
度
、
仏
門
に
入
り
京
都
産
寧
坂
に
庵
を
建
て
、
禅
と
詩
と

高
橋
氏
は
「
清
水
次
郎
長
』
（
岩
波
書
店
二
○
一
一
な
わ
れ
ま
し
た
。

一
歌
の
生
活
を
始
め
ま
す
。
こ
の
頃
正
岡
子
規
、
高
浜
虚
子
、

○
年
）
一
八
一
一
一
ペ
ー
ジ
で
、
山
岡
鉄
舟
と
次
郎
長
の
出
一
九
日
、
快
晴
の
も
と
朝
七
時
清
水
を
出
発
、
東
京
で
乗
一
与
謝
野
鉄
幹
な
ど
と
交
流
を
も
ち
明
治
の
歌
壇
に
大
き
な

会
い
が
、
西
郷
山
岡
会
談
に
遡
る
と
し
、
望
獄
亭
主
松
一

永
氏
が
、
駿
府
を
目
指
す
山
岡
に
次
郎
長
を
紹
介
し
た
一

と
云
う
の
で
あ
る
。

車
の
方
も
あ
り
総
勢
四
十
名
で
な
ご
や
か
に
出
か
け
ま
し
一
影
響
を
与
え
ま
し
た
。
明
治
三
十
二
年
、
伏
見
桃
山
に
新

た
。

一
庵
を
建
て
明
治
三
十
七
年
五
十
一
歳
で
生
涯
を
終
え
ま
し

バ
ス
内
で
は
山
田
副
会
長
よ
り
天
田
愚
庵
に
つ
い
て
説
一
た
。
こ
の
茅
葺
き
の
愚
庵
の
旧
居
は
昭
和
四
十
一
年
、
出

東
海
道
総
督
府
の
官
軍
は
、
参
謀
西
郷
隆
盛
の
指
揮
一
明
を
聞
き
ま
し
た
。

下
に
あ
り
、
そ
の
先
鋒
は
す
で
に
品
川
・
川
崎
ま
で
進

出
し
て
い
た
。
先
鋒
部
隊
は
薩
摩
の
篠
原
国
幹
と
桐
野

愚
庵
は
い
わ
き
市
に
生
れ
、
明
治
元
年
十
五
歳
で
戊
辰

戦
争
に
出
陣
中
、
父
母
妹
が
行
方
不
明
と
な
り
所
在
を
尋

身
地
の
い
わ
き
市
松
ヶ
岡
公
園
に
「
天
田
愚
庵
顕
彰
会
」

の
努
力
に
よ
り
移
築
復
元
さ
れ
ま
し
た
。

私
た
ち
一
行
は
首
都
圏
か
ら
常
磐
道
を
抜
け
、
愚
庵
会

利
秋
が
指
揮
し
て
い
た
。
そ
の
な
か
を
薩
摩
の
益
満
休
一
ね
て
全
国
を
遍
歴
し
ま
す
。
山
岡
鉄
舟
の
影
響
を
受
け
、
一
の
皆
様
が
待
つ
松
ヶ
岡
公
園
に
十
四
時
ご
ろ
到
着
し
ま
し

之
助
の
先
導
で
、
山
岡
は
駿
府
へ
向
か
っ
た
の
で
あ
る
。
一
一
時
期
清
水
次
郎
長
の
養
子
に
な
っ
た
こ
と
も
あ
り
ま
し
一
た
。
昨
年
の
京
都
研
修
に
参
加
さ
れ
た
愚
庵
会
の
野
木
会

そ
の
山
岡
を
別
の
官
軍
が
襲
っ
た
と
云
う
望
獄
亭
物
語
｜
た
。
そ
の
間
に
詩
歌
集
「
戊
寅
口
占
」
や
「
東
海
遊
侠
伝
」
一
長
と
再
会
を
喜
び
、
愚
庵
の
立
像
と
と
も
に
記
念
撮
影
を
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こ
こ
で
野
木
会
長
、
柳
内
副
会
長
と
お
別
れ
し
、
い
わ

き
市
を
後
に
北
茨
城
市
の
野
口
雨
情
の
生
家
（
県
史
跡
）

に
行
き
ま
し
た
。

雨
情
は
明
治
十
五
年
生
れ
。
早
稲
田
大
学
中
退
後
、
石

川
啄
木
、
三
木
露
風
ら
と
作
詩
に
励
み
、
大
正
中
期
に
な

る
と
、
北
原
白
秋
、
西
候
八
十
と
並
ぶ
童
謡
・
民
謡
の
作

家
と
な
り
ま
す
。
生
家
の
隣
り
に
資
料
館
が
併
設
さ
れ
、

雨
情
自
筆
の
色
紙
、
掛
軸
、
写
真
な
ど
数
多
く
展
示
し
て

あ
り
ま
す
。
私
は
童
謡
の
絵
の
あ
る
便
菱
セ
ッ
ト
を
記

念
に
買
い
ま
し
た
。
玄
関
前
で
は
、
誰
言
う
と
は
な
く
私

た
ち
は
自
然
に
雨
情
作
「
赤
い
靴
」
「
七
つ
の
子
」
「
し
ゃ

ぼ
ん
玉
」
「
青
い
目
の
人
形
」
な
ど
一
斉
に
歌
い
出
し
、

－４－

し
、
庵
内
を
見
学
し
ま
し
た
。
中
は
思
っ
た
よ
り
広
く
京

都
で
日
常
使
っ
て
い
た
木
魚
な
ど
を
目
の
前
に
し
て
、
愚

庵
を
偲
び
ま
し
た
。

こ
の
後
、
愚
庵
の
父
母
妹
が
眠
る
大
宝
寺
を
訪
ね
、
次

郎
長
会
の
竹
内
会
長
が
花
を
供
え
、
一
同
で
墓
参
も
す
ま

せ
ま
し
た
。

冬
の
日
は
傾
い
て
い
ま
し
た
が
、
野
木
会
長
の
先
導
で

塩
屋
崎
灯
台
の
下
に
あ
る
美
空
ひ
ば
り
の
み
だ
れ
髪
歌
碑

な
ど
を
見
学
し
、
宿
泊
先
の
常
磐
ハ
ワ
イ
で
知
ら
れ
る
ス

パ
リ
ゾ
ー
ト
・
ハ
ワ
イ
ア
ン
ズ
に
着
き
ま
し
た
。

夕
食
会
で
は
、
い
わ
き
市
教
育
長
を
始
め
、
愚
庵
会
の

役
員
の
方
々
と
交
流
を
も
ち
、
楽
し
い
ひ
と
時
を
過
ご
し

た
後
は
シ
ョ
ー
の
見
学
で
し
た
。

翌
二
日
目
は
、
白
水
町
の
国
宝
阿
弥
陀
堂
の
参
詣
か
ら

始
ま
り
ま
し
た
。
平
安
時
代
末
期
の
建
物
は
、
こ
け
ら
葺

き
で
内
部
に
は
阿
弥
陀
三
尊
、
二
天
王
の
仏
像
が
安
置
さ

れ
て
い
ま
す
。

阿
弥
陀
堂
の
周
囲
に
は
浄
土
庭
園
が
昭
和
四
十
七
年
に

復
元
さ
れ
、
数
多
く
植
え
ら
れ
た
も
み
じ
が
朝
日
に
映
え
、

そ
の
真
っ
赤
な
色
の
美
し
さ
は
見
事
で
し
た
。

鼎
蕊
懲
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子
供
時
代
に
戻
っ
た
よ
う
な
楽
し
い
印
象
が
残
り
ま
し
た
。

そ
し
て
最
後
の
草
加
宿
の
見
学
と
な
り
ま
し
た
。
平

成
六
年
に
建
設
さ
れ
た
草
加
松
原
遊
歩
道
は
日
本
の
道

百
選
に
選
ば
れ
、
旧
日
光
街
道
沿
い
に
六
百
本
近
い
松
が

植
え
ら
れ
た
綾
瀬
川
沿
い
の
石
畳
み
の
道
で
、
江
戸
時
代

か
ら
「
千
本
松
原
」
と
呼
ば
れ
た
名
所
に
な
っ
た
そ
う
で
す
。

矢
立
橋
、
百
代
橋
の
二
つ
の
橋
は
言
う
ま
で
も
な
く

「
奥
の
細
道
」
に
因
ん
で
作
ら
れ
た
橋
で
す
。
橋
の
北
側

ほ
と
り
に
立
派
な
「
松
尾
芭
蕉
文
学
碑
」
が
建
て
ら
れ
、
皆

で
足
を
止
め
ま
し
た
。

「
月
日
は
百
代
の
過
客
に
し
て
行
き
交
う
年
も
又
旅
人

な
り
」始

め
は
読
め
な
か
っ
た
崩
し
字
も
次
第
に
読
め
る
よ

う
に
な
り
、
刻
ま
れ
た
「
奥
の
細
道
」
草
加
の
章
段
を
み

ん
な
で
声
を
出
し
て
読
ん
で
来
ま
し
た
。

歩
き
疲
れ
た
足
で
バ
ス
の
待
つ
草
加
市
文
化
会
館
に

急
ぎ
、
名
物
の
せ
ん
べ
い
を
求
め
て
帰
路
に
つ
き
ま
し
た
。

（
天
野
香
）

圃
園
国
回
回

＠
今
年
の
次
郎
長
忌
（
六
月
十
一
一
日
）
は
没
後
百
十
七
年
に

な
り
ま
す
。
二
年
後
に
は
百
二
十
回
忌
を
迎
え
ま
す
。

。
参
会
者
数
千
人
と
い
わ
れ
る
明
治
二
十
六
年
（
一
八
九

三
）
の
次
郎
長
葬
儀
は
何
日
に
行
わ
れ
た
で
し
ょ
う
か
。

当
時
の
新
聞
（
明
治
二
十
六
年
六
月
二
十
日
、
朝
野
新

聞
）
に
よ
る
と
、
六
月
十
五
日
と
わ
か
り
ま
し
た
。

◎
竹
内
宏
会
長
の
鶴
の
一
声
で
、
秋
の
史
跡
探
訪
ツ
ア
ー

は
、
甲
州
黒
駒
の
勝
蔵
ご
子
孫
と
親
善
交
流
を
は
か
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
行
先
は
山
梨
県
笛
吹
市
で
す
。

。
幻
だ
っ
た
船
宿
末
庚
が
、
徳
川
慶
喜
撮
影
の
写
真
な
ど

か
ら
復
元
公
開
、
来
年
は
早
く
も
十
周
年
を
迎
え
ま
す
。
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